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Ⅰ 本校の危機管理の基本方針 

１ 危機管理の必要性 

  学校は、生徒が安心して学び、教職員が安心して教育活動を行う安全な場所でなければならない。

しかし、ときとして学校の安全を脅かす事件・事故・災害が発生する。そのようなときに備えて、適

切かつ確実な危機管理体制を確立する。 

 

２ 危機管理の目的 

（１） 生徒や教職員の命を守る。 

（２） 危険をいち早く発見して、事件・事故・災害の発生を未然に防ぐ。 

（３） 万一、事件・事故・災害が発生したときは、適切かつ迅速に対応し、被害を最小限に抑える。 

（４） 事件・事故・災害の再発防止と教育の再開に向けた対策を講じる。 

 

３ 本校の課題 

（１） 卒業生や業者の来校が多く、不審者の判断がつきにくい。事務部の方で来校者にはネームプレー

ト着用、来校者ファイルへの記入を徹底しているが、完全に把握することが難しい。 

（２） 授業でグラウンドや畑に出ていることが多く、施錠できる場所がないため、不審者侵入時は危険

度が増す。（不審者対応マニュアルはあるが、校外については生徒掌握にとどまり、具体策がで

きていない）また火災、地震時についての掌握も同様である。 

（３） 生徒は県内全域から入学しているため、帰省に関しては様々な交通機関を利用している。帰省日

において悪天候による交通機関の乱れへの対応や、地震などの災害時における生徒掌握の対応が

困難である。 

 

４ 課題を補う危機管理体制 

（１） 来校者への対応はこれまでどおり徹底していくが、教職員の巡視も休み時間に限らず、授業中も

行うなど態勢を整えていく。 

（２） 不審者対応マニュアルに従って、不審者への対応、他の職員に伝える方法等、役割分担しながら

行動できるようにする。 

（３） 非常時の体制について、マニュアルに従い、生徒の安全確保を優先し、迅速かつ適切に対応でき

るようにする。 

（４） さすまた等の防犯研修を積んでいき、女性職員でも対応できるようにする。 

（５） 緊急時において、生徒・教職員の生命と身体の安全確保のために適切な伝達の実施と、迅速かつ

安全に避難及び誘導の措置がとれるよう、年３回の避難訓練（火災想定２回・地震想定１回）及

び防犯訓練（不審者想定）を実施する。 

  ・火災① 避難訓練。消火訓練、救助袋の使い方について防火教室を計画し、実施する。 

  ・火災② 避難訓練。火災時の望ましい避難方法、心得について防火教室を計画し、実施する。 

  ・地震  避難訓練。災害時の望ましい避難方法、心得について防災教室を計画し、実施する。 

  ・不審者 防犯訓練。不審者への対応の仕方などについて防犯教室を計画し、実施する。 

 

５ 保護者・地域社会・関係機関との連携を図る上での留意点 

（１） 学校の安全は、まず教職員が積極的に守ることを基本に考える。 

（２） 学校の情報を発信し、開かれた学校づくりに努め、教職員一人一人が地域社会との信頼関係を築

く。 
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（３） 緊急事態が発生した場合に、保護者や地域の人に快く協力してもらえるよう、地域社会の行事等

にも参加するように心掛ける。 

（４） 隣接する青森第二養護学校との緊急時における連絡体制について確認していく。（管理職） 

（５） 危機管理マニュアルをホームページに掲載し、保護者への周知を図る。 

（６） 生徒の引き渡しルールについて保護者と確認し、引き渡し訓練に向け体制を整える。 

 

Ⅱ 施設面における安全確保 

１ 玄関の施錠及び解錠 

（１） 登校時 

 ・通常の授業時は、週番の職員が８時３０分に生徒玄関を施錠する。それ以降に来た生徒は職員玄関

から入り、記録簿に記入後、職員室へ登校したことを伝える。 

（２） 授業時・休憩時 

 ・授業で外に出る場合は、授業者が責任をもって生徒玄関の解錠・施錠を行う。 

 ・給食時は、生徒指導部主任が１１時３５分に生徒玄関を解錠し、週番が１２時３０分に施錠する。 

・昼休み中は、週番の職員が校内巡視、体育館掌握、情報処理室掌握にあたり、生徒の活動に危険が

ないように巡視する。 

（３）下校時、放課後 

 ・下校時は生徒指導部主任が１５時３５分に生徒玄関を解錠し、１５時５０分に施錠する。 

・部活動、委員会がある日は１６時４５分に施錠する。 

・帰省日は１５時１０分に解錠し、１５時３０分に施錠する。 

（４）来校者への対応 

 ・職員玄関のインターフォンで用件を聞き、事務室で解錠する。来訪者はファイルに会社名、氏名、

用件、入校時間を記入し、来校者用ネームプレートを付ける。帰りは、事務室に声を掛け、退校時

間をファイルに記入する（卒業生も同様）。来校者用ネームプレートを見て、外部の人だと判断する。 

 

２ 危険箇所の点検と管理 

・防火管理責任者、週番、火元責任者が毎日の状況を確認する。 

・担任、授業者、清掃監督者が毎日の状況を確認する。 

・定期安全点検は６月、１１月、２月の年３回行う。火元責任者が「安全点検表」に記載されている

点検項目について異常の有無を点検し、保健安全部が集約して結果について教頭へ報告する。 

・点検日以外でも､異常があればその都度教頭に報告する。 

・暴風雨、豪雪、火災、地震等の災害時や学校行事の前後に係で点検を行う。 

※危険箇所については、グループセッションなどを通じて情報共有する。事務部と連携して早急に具 

体的な改善策を提案する。 
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通学路の安全を確認しよ
う

交通安全に気を付けて
通学しよう
作業中の安全に気を付
けて校内及び現場実習
をしよう

安全に気を付けて活動
に取り組もう

青森県特別支援学校総
合スポーツ大会を安全に
成功させよう
夏休みを安全に過ごそう

二高養祭を安全に成功
させよう

作業中の安全に気をつ
けて現場実習をしよう

交通安全について確認し
よう

冬休みを安全に過ごそう
暖房時の安全を確認しよ
う

冬の事故の防止につい
て確認しよう

春休みを安全に過ごそう

保健体育

理　　　科

家　　　庭

情緒の安定
日常生活における安全

集団行動の約束
友達との接し方

他人との適切な距離のと
り方

夏休みの過ごし方
不審者から自分を守る

服装や健康状態と事故
の防止

「子ども１１０番の家」の
場所確認

遠足・旅行時の事故とそ
の防止

冬休みの過ごし方
自分の身を守る登下校
や交通機関の安全な利
用方法

暖房器具の近くの安全な
過ごし方

春休みの過ごし方

登下校の安全
安全な歩行
交通安全教室

登下校の安全
通学路の安全な通行

雨の日の交通安全(傘の
さし方)
横断歩道のわたり方

自転車の安全な乗り方、
走
り方

公共交通機関の安全な
利用方法

自転車に関する基本的
な交通法規を知る

交通規則や道路標識の
理解

交通機関の利用とマ
ナー
登下校の安全

雪の日の交通安全 踏切事故等鉄道での安
全

避難訓練の大切さ
避難経路の確認

避難訓練(火災)
避難経路の確認
火元を回避して避難

避難訓練(不審者)
暗号放送の意味と確認
放送を確実に聞き行動
すること
煙の怖さ・被害

避難訓練の大切さ
身の回りの安全確認

避難訓練（地震）
頭を守ることの大切さ
出入り口の確保

避難訓練の大切さ
災害に向けた日頃の備
えについて

避難訓練の大切さ
落下物・ガラス等の危険
倒壊物への注意
暖房器具の安全な使い
方

避難訓練(火災)
放送を確実に聞き行動
すること
降雪時の避難経路の確
認

避難訓練の大切さ
身の回りの安全確認

避難訓練の大切さ
自分自身を守る術の確
認

・入学式、始業式
・通学指導
・１年地域交流
・２年校外奉仕活動
・舎) 帰省指導
・舎）防災指導

・避難訓練（火災）
・３年松風塾との交流
・校内・現場実習
・舎)自転車運転技能確認

・1年遠足
・校内・現場実習
・避難訓練（不審者）
・舎）避難訓練（火災）

・特別支援学校総合スポー
ツ大会
・休業前清掃

・避難訓練（地震）
・二高養祭
・スポーツ大会
・２年校外学習
・終業式、始業式
・舎）不審者対応訓練・防犯
　指導

・現場実習
・特別支援学校技能検定・
発表会
・舎）帰省指導

・１年職場見学
・１年松風塾との交流
・２年修学旅行
・３年遠足
・舎)外出活動

・生徒会役員選挙
・避難訓練（火災）
・２年松風塾との交流
・救命講習会
・休業前清掃
・舎）避難訓練（地震）

・入学者選抜 ・卒業式
・修了式

・生徒の状況把握
・通学経路の確認
・避難経路確認
・次月の避難訓練確認
・火元責任者の表示
・危機管理マニュアル

・緊急体制の確認
・避難経路確認
・次月の避難訓練確認

・心肺蘇生法の確認 ・夏季休業中の安全
・次月の避難訓練確認

・避難経路確認 ・次月の避難訓練確認 ・避難経路確認
・AEDの使い方確認
・冬季休業中の安全

・春期休業中の安全

・防災計画届け出
・通学路確認
・安全点検実施計画
・AEDの点検

・学校環境衛生検査（水
質・照度）
・防災設備の点検

・給食室検査 ・防災設備の点検
・学校環境衛生検査
　（空気・照度）

・暖房器具の設備点検 ・避難経路点検 ・学校環境衛生検査（空
気）

・春の交通安全運動
・登校・下校指導

・校外における児童の安
　全行動把握、情報交換

・地域の危険箇所点検
・教職員防犯研修会
・不審者対応訓練

・国民安全の日
　（７月１日）
・救急救命法講習会
・安全点検に関する職員
　研修

・秋の交通安全運動の啓
　発と街頭指導
・国民防災の日(１日）

・津波防災の日（５日） ・地域防災訓練の啓発
・年末年始の交通安全運
　動の啓発

・校内事故発生状況と安
　全措置に関する研修

・材料（絵の具、粘土等）や用具（はさみ、彫刻刀等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。

・ルールや決まりを守り、仲間と協力して安全に注意しながら進んで運動する態度を身に付ける。

・個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養う。
　（健康の保持・心理的な安定・人間関係の形成・環境の把握・身体の動き・コミュニケーション）

項目　　　　　　　　　月

月の重点
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Ⅲ学校安全計画
12・１5 7・8 9 210 116

安
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育

交通安全

総合的な探究

安
全
学
習

・実験器具(フラスコ、ビーカー、アルコールランプ、凸レンズ、針金等)の安全な使い方及び薬品（水酸化ナトリウム、塩化ナトリウム等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。

美　　　術

　・通学指導・自転車安全指導　　

教
科

安
全
指
導 各月の避難訓練や安全指導に対して学級活動を活用して、事前学習や事後学習を行い生徒がより理解できるように繰り返し指導する

安
　
全
　
管
　
理 対物管理

学校安全に関する組織
活動（研修含む）

・調理器具（包丁、ピーラー、調理バサミ等）や機械（ガスコンロ、ミキサー、電子レンジ、ホットプレート等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。
・裁縫用具(針やはさみ等)と各種道具(ミシン、アイロン等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。

専　　　門

生活安全

災害安全

学校行事等

対人管理

校内外巡回点検、水質検査（通年）

・社会や身の回りの文化や環境、福祉、健康など総合的な課題に関心を持ち、進んで学習活動に取り組む姿勢を培う。
　（課題解決能力・情報活用能力・表現力・コミュニケーション能力）

ＰＴＡ・地域との連携、登下校時刻の通学路交通規制

ホームルーム
活動

工業・・・各種工具の操作（電動工具を含む）、鋸､玄翁､鉋､やすり､万力､クランプ､さしがね､コンパス､ペンチ､ニッパー､電動糸鋸等の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。
クリーニング・・・各種の道具（家庭用及び業務用アイロン等）や機械（シーツローラー、プレス等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。
家政・・・裁縫用具(針やはさみ等)と各種道具(ミシン、アイロン等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。
窯業・・・各種の器具（ヘラ、刷毛等）や機械（電動ろくろ、窯等）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。
農業・・・農具（鍬や移植鏝、鎌等）や機械（作業電動工具）の名称、扱い方を理解し、安全な使い方を身に付ける。

自立活動
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Ⅳ 緊急連絡体制  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          

                                               

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生 

・発生した事態や状況の把握 

・各状況の対応詳細は下記のマニュアル参照 

・協力要請や指示 

・必要と判断したら速やかに110番、119番通報 

医療機関 

保 

護 

者 

学 

校 

医 

・保護者への連絡対応 

・学校医へ連絡、協力・助言依頼 

・教職員との情報共有 

・生徒の掌握・指導等 

・県教育委員会への連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

・警察への連絡対応 

・報道機関への対応 

※窓口の一本化 

・その他必要な対応 

＊傷病者の全容把握、心のケア 

急 

行 

助
言 

重
大
な
事
件
・
事
故

発
生
の
場
合
直
ち
に

設
置 

ポイント 

１ 生徒の安全確保、生命維持最優先 

２  冷静で的確な判断と指示 

３  適切な対処と迅速な連絡・通報 

※食中毒と判断された場合は、以下マニュアル参照 

1 食中毒・経口感染症等発生時の緊急連絡網 

発見者 

近くの職員 

校長・教頭 
養護教諭 

教職員 

（担任等） 

報告 報告 

指示 指示 

相
談 

状
況
報
告 

急
行
（
複
数
名
） 

救急車要請 

搬送、付き添い 

事件・事故対策本部 

携帯電話で１１９に発信する場合、場所を移動せずに通報すること。 

「火事か救急か」→「住所（市町村名から言う）」 

→「症状（誰が、どうなった）」→「年齢」 

→「通報者の名前と連絡先」（総務省消防庁、救急車利用マニュアル参照） 

 

逐次状況報告（付添者） 

情報収集・役割分担 

学校教育課 

特別支援教育推進室 

734-9882 

 

スポーツ健康課 

体育・健康グループ 

734-9908 

警察 

通報 
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Ⅴ 事件・事故発生時の救急体制 

 

１ 本校における救急処置の原則 

（１）医療機関に引き渡すまでの応急的な処置の範囲であること。 

（２）医薬品の使用は、やむを得ない範囲で最小限に止めること。 

（３）主に養護教諭が処置にあたるが、緊急時には全職員が当たる。 

 

２ 教職員の役割  

（１）発見者 

① 発生した事態や状況を把握する。 

② 傷病者の状況を確認する（意識、心拍、呼吸、外傷、疼痛等）。 

③ 救急処置を行う。 

④ 他の教職員へ協力の要請や指示を出す。 

⑤ 校長・教頭へ状況を報告する。 

（２）校長・教頭 

① 状況報告を受け、教職員へ対応を指示する。 

② 状況により、教育委員会、消防署、警察等へ連絡をとる（文書よりまず電話で一報する）。   

③ 報道関係者、保護者に対しての対応・連絡窓口の一本化を図る。 

④ 事故報告書を作成する。 

（３）教職員（担任等） 

① 発見者へ協力する。 

② 救急処置を行う。 

③ 生徒の掌握をする。 

④ 保護者へ連絡する。 

⑤ 校長・教頭へ状況を報告する。 

⑥ 校長・教頭の指示を受ける。 

⑦ 事後処理する。 

 （４）養護教諭 

① 救急処置を行う。 

② 傷病者の状態より速やかに処置の方向性について判断をし、校長に報告をし、指示を受ける。 

③ 状況に応じて医療機関へ連絡し、必要ならば付き添いをする。 

④ 事後に記録を整理し、必要な手続き等を行う。 

 

３  事故処理手順 

（１）傷病者の状態や発生時の状況を把握する。 

（２）傷病者及び周囲の者に精神的安定を与えるよう、冷静に対応する。 

（３）その場で可能な応急処置があれば実施する。 

（４）速やかに校内の連絡体制をとる。 

（５）事故現場を離れる際には、他の教職員へ引き継ぎ、生徒への指導や指示を的確に行う 

（６）傷病等の程度を他の教職員と協議し、場合によっては主治医もしくは学校医に連絡し、移動方法を含

め傷病者の措置について指示を仰ぐ。 

（７）病院へ搬送する場合は、原則として発見者が同乗して付き添う。 

（８）医師には、事故の発生状況や実施した応急処置について、事実を正確に伝える。 

（９）保護者に傷病者を引き渡すまでは、傷病者に付き添い、看護に当たる。 
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４ 救急車要請 

（１）要請の基準 

① 意識不明やけいれんを伴うもの 

② 呼吸停止を伴うもの 

③ 多量の出血を伴うもの 

④ 大きな開放創があるもの 

⑤ 広範囲の熱傷を受けたもの 

⑥ その他重篤な症状（発作等）を呈するもの 

 

（２）具体的手順 

① 発見者、養護教諭、保健主事、管理職等で協議し、要請の適否を速やかに決定する。必要に応じ学

校医等の指示を仰ぐ。（学校医：虹ケ丘内科クリニック ☎７６５－１１７７） 

※ただし大出血や全身の極度の変形等、致命的な状況であることが明らかな場合は発見者が直ちに

救急車を要請する。 

② 教頭（又は状況を詳しく説明できる職員）が、１１９番する。 

ア 局番なしの１１９番へ電話をかける(本校では外線ボタン｢０｣を押してから１１９にかける)  

イ 先方が出たら、「救急車をお願いします。」とはっきり言う。 

ウ 学校名、所在地、目的物を告げる（※青森第二養護学校と混同がないように伝える）。 

                      学校住所：青森市戸山字宮崎２２－２  

エ 事故の内容を告げる。「人数、性別、年齢、事故の状況、容態等」 

オ 連絡先を伝える。 

学校：７４２－６６２４ 寄宿舎：７４３－６１０６ 

カ 救急車が到着するまでの間に学校ですべきことを聞いて実行する。 

キ 救急車を誘導するため、校長（教頭）の指示により、２名程度の職員が大通りから学校へ曲がる 

付近へ待機する。 

③ 担任（教頭、学年主任）が保護者に連絡をとり、かかりつけの病院を再確認する。 

          （医師不在や遠方の場合は、学校近辺の病院に受け入れを要請することになるが、その場合でも保護

者の了解を得ておくようにすること。） 

④ 救急車同乗－校長（教頭)の指示により２名程度付き添う(１名は、学校との連絡に当たる）。      

持参するもの 

・生徒生活調書（職員室、保健室にある） 

・タクシーチケット（事務長から） 

・その他、筆記用具、連絡用の携帯電話など 

⑤ 運び込まれた病院名、容態を学校に連絡する（学校より保護者に連絡する。保険証等を持参させる）。 

 

５ 交通事故への対応 

（１）初期対応 

①  事故の第一報が学校に入った後、必要に応じて１１０・１１９番通報し、学級担任、教頭、保健 

    安全部主任が現場に急行して生徒の状態、事故の状況を把握する。 

②  応急手当及び安全の確保を行う。 

③  生徒の気持ちを落ち着かせる。 

④ 周囲に他の生徒がいる場合の安全確保を行う。 

⑤ 教育委員会等への連絡を行う。 

 

（２） 二次対応と対策本部 

① 情報を整理し、警察・医療機関等と連携しながら、容態の把握、保護者への対応、今後の対応策、
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他の生徒への指導を検討する。 

② 重大かつ深刻な事故の場合は、緊急の対策本部を設置し、迅速な対応をする。 

 

（３） 事故状況の調査・報告 

① 事故の発生状況や原因に関わる事実を調査・記録し教育委員会へ報告する。 

② 記録した情報を再発防止に向けた安全管理・安全教育の再検討に役立てる。 

 

（４） 当事者となった生徒への対応 

発達段階、生徒の理解不足、事故発生時の精神状態を考慮し、事故当事者になった生徒自身がと 

るべき対応（警察等への通報、加害者の責任）について支援・指導を行う。 

 

（５） 心のケア 

 次のような場面では、事故当事者以外の生徒も含め、心的外傷後ストレス障害に発展可能性が高 

くなるため、専門家による適切なケアを行う。 

① 兄弟姉妹・友人が死亡重傷事故に遭うのを目の当たりにした。 

② 生徒が加害者となり他人に大けがを負わせた。   

③ 自分の行為が原因となり、他者を事故に巻き込んだ。 

 

６ 学校医等 

  本校の学校医、学校歯科医、学校薬剤師は、下記のとおりです。 

診 療 科 目 氏     名 電     話 住           所  

学 

校 

医 

内 科 

（健康管理医） 

工藤 育男 

（虹ヶ丘内科クリニック） 

TEL:７６５－１１７７ 

FAX:７４４－５２００ 

〒030-0948 

青森市虹ケ丘１丁目 

３－１３ 

 

眼 科 
高橋 佳二 

（高橋眼科） 

TEL:７３４－４８６６ 

FAX:７３４－４８６９ 

〒030-0812 

青森市堤町二丁目  

１－２６ 

耳鼻科 
白崎 隆 

（たかしクリニック耳鼻咽喉科） 

TEL:７５２－０２８８ 

FAX:７５２－０２８１ 

〒030-0841 

青森市奥野二丁目 

１０－２１ 

学 校 

歯科医 
歯 科 

坂上 雅彦 

（さかがみ歯科クリニック） 

TEL&FAX： 

７４３－８１１０ 

〒030-0915 

青森市小柳六丁目 

１８－３ 

学 校 

薬剤師 
薬剤師 

髙田 有
ゆう

恒
こう

 

（すこやか薬局） 

TEL&FAX： 

７２２－３８８７ 

携帯:080-1848-6265 

〒030-0801 

青森市新町一丁目 

９－２０ 
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７ 医療機関 

（１）救急医療機関等 

・救急車 
１１９（校内からは０を押して） 

最寄りの消防署より配車 

 ・救急病院紹介 
（消防本部） 

７２２－２２１１、７３４－３９９９ 

長島二丁目１－１ 

 ・青森市急病センター 
７７３－６４７７（平日19:00～22:00、休日正午～18:00、19:00～23:00） 

 中央一丁目２２ 

   
 ・市民病院 

７３４－２１７１（救急外来17:00～翌8:15） 

 勝田一丁目１４－２０ 

 ・県立中央病院 
（救命救急センター） 

７２６－８１１１（７２６－８１２２） （２４時間） 

 東造道２丁目１－１ 

※紹介状なしの初診であれば、初診料に加えて7,700円(歯科5,500円)別途か

かる。 

※傷病生徒の救急車以外での移送に使用する車両は、「青森タクシー」(℡７３８－６０００)とし、経費は事

務長からチケットをもらって使用することとする（この場合、原則として 学校→医療機関間に限る）。 

（２）近隣の医療機関 

(●：学校医) 

医療機関 電話番号 診療時間 休診 

●虹ケ丘内科 

クリニック 
７６５-１１７７ 

平日 8：45～12：30、14：00～18：00 

土曜 8：45～12：30 
日・祝日 

●たかしクリニック 

耳鼻咽喉科 

 

７５２－０２８８ 

平日 9：00～12：00、14：30～18：00 
水土 9：00～13：00 
※新患の場合30分前までに要受診 

水(午後) 

日・祝日 

●高橋眼科 ７３４－４８６６ 平日 9：00～12：00、14：00～17：30 土・日・祝日 

●さかがみ歯科 

クリニック 
７４３－８１１０ 

平日 9：30～12：30、15：00～19：00 

土曜 9：30～13：00   

日・祝日・ 

水（午後）・ 

第３土曜 

千代谷皮膚科 ７４２－７７００ 平日 9：00～12：00  土・日・祝日 

三上皮膚科桜川医院 ７４１－５５５１ 
平日 9：00～12：00、14：30～17：30 

土曜 9：00～12：00 

日・祝日 

木曜 

永井耳鼻咽喉科 

クリニック 
７４１－８７３３ 

平日（木曜以外）、土曜  

8：30～12：00、13：30～17：00 

日・祝日 

木曜 

ひがし整形外科 ７４１－４１５４ 

平日 9：00～12：00、14:00～18：00 
土曜 9：00～12：00 
※新患の場合終了30分前までに受付 

日・祝日 

水、土曜の午後 

小堀眼科 ７６５－１４１４ 
月水金 9:00～12:30 、14:30～17:30 

火木土 9:00～12:30 
日・祝日 

えらデンタル 

クリニック 
７４４－１０８１ 

平日、土曜 

10：00～13：30、15:30～19:00 

木曜（午前のみ） 10：00～13：30 

日・祝日 
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９ 

８ 救急処置の実際 

（１）心肺蘇生法                                                            

 

                                 傷病者の発生                                 

                                                  手 当        

                                       

                       意識を見る                   観 察 

                                                                                  

                ない                                         ある                  

                                                                               

                                                          

      救急車・協力者要請                                呼吸の確認              

    AED依頼・保健室へ連絡                                                  

                                                                            

                                                                               

                                                   不十分                    

            呼吸の確認                                                            

                                                                                  

６秒以内に判断                                                                 

(胸や腹部の動き） ある                                          十分               

          ない                                        回復体位にする        

                            （観察を続ける） 

 

１ 胸骨圧迫３０回                                    

   ●強く（少なくとも５㎝）                                                

   ●速く（少なくとも 100/分）                                                    

   ●絶え間なく 

    ２  気道確保                                                                                                           

   ３ 人工呼吸２回（省略可能）                                         

   ※ＡＥＤ到着まで繰り返し                                                                                                                    

                                                                                                      

                                                       

                                                

     ●電源を入れる                    心電図の解析                           

     ●電極パッド装着                 電気ショック必要か？                      

                                                         

                               必要あり                   必要なし               

                       

        ●電気ショック１回                        

        ●心肺蘇生再開                

        （胸骨圧迫３０回：人工呼吸２回）繰り返し                           

                       

 

                    

             救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が目を開け、普段どおりの 

呼吸が出現するまで心肺蘇生を続ける。                      

                                                                                                                                                                         

助けを呼ぶ 

心肺蘇生 

ＡＥＤ装着 

●心肺蘇生再開 

（胸骨圧迫３０回：人工呼吸２回） 
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（２） 頭頸部外傷の救急処置 

 

 

                                                             

                                 

頸頭部外傷 

発生！                            

                                                     

                                                                                                                                                                

                                     

                             

    意識障害の有無      

                    あり                            なし                                 

                                                          

                                             

                                                   

                                                                            

                                     あり                                           

                                                                      

                                                                        

                                                                                  

                                  なし               

                         改善がみられない、 

                    悪化する 

 

 

 

      呼吸      呼吸 

      なし      あり 

                                               

 

 

 

                            すぐ           なし 

                            回復 

                                       

 

 

 

 

                                 帰宅後 

                                 異常あり 

       

開眼して… ○いる  ×いない 

話すことが…○できる ×できない 

時、場所、人が正確に… 

      ○わかる ×わからない 

打撲前後の事を覚えて 

      ○いる  ×いない 

 

 

重症頭頚部外傷のため 

速やかに１１９番通報の

手配 

頸髄・頸椎損傷の疑い 

（運動マヒ、筋力低下、

しびれ、異常感覚） 

 

脳震盪症状の有無 

（頭痛、吐き気、気分不快、けいれん

や普段と違う行動パターン、バランス

テストの異常など） 

呼吸の確認 

頸部の安静に留意 

心肺蘇生開始、 

AEDの指示が 

あればショック 

呼吸、体動など再評価 

救急隊を待つ 

速やかに 

脳神経外科受診 

保護者に連絡し、

家庭でも観察 



（３）熱中症の救急処置

チェック１
熱中症を疑う症状はあるか？
(めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗
・頭痛・不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・
意識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温)

チェック２
呼びかけに応じるか？

チェック３
水分を自力で摂取できるか？

チェック４
症状はよくなったか？

涼しい場所へ避難し、
衣服をゆるめ体を冷やす

水分・塩分（経口補水液等）
を補給する

そのまま安静にして、十分に
休息をとり、回復を待つ

救急車を呼ぶ

涼しい場所へ避難
し、
衣服をゆるめ体を冷
やす

医療機関へ

救急車が到着するまでの間
に救急処置を開始する。呼
びかけへの反応が悪い場合
には無理に水を飲ませない
こと。

氷のう等を、首、わきの
下、
太ももの付け根を集中的に
冷やす。

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ
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 ３ 食物アレルギー症状への対応の手順 

 

アレルギー 

症状がある 

 （食物の関与が疑われる） 

 

 

 

 

 

原因食物を 

食べた 

（可能性を含む） 

 

 

 

 

 

原因食物に 

触れた 

（可能性を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

発見者が行うこと 

①子供から目を離さない，ひとりにしない 

②助けを呼び，管理職と養護教諭を呼んでくる 

ように依頼する。 

※エピペン等が処方されている場合は，もってくるように指示する。 

 

緊急性が高いアレルギー症状はあるか？（養護教諭が主体となって５分以内に判断） 

 

 

 

    

 

 

 

              ある                                                 ない 

 ①ただちにエピペンを使用する（処方されている場合） 

  ②救急車を要請（１１９番） 

 ③その場で安静にする 

 ④その場で救急車を待つ 

 ⑤可能なら内服薬を飲ませる（処方されている場合） 

 

 

 

 

 

 ①内服薬を飲ませる（処方されている場合） 

 ②保健室または安静にできる場所へ移動する 

 ③５分ごとに症状を確認し，判断・対応する 

 

 

 

 

    

 

      心肺蘇生を行う 

全身の症状             呼吸器の症状 

・意識がない            ・声がかすれる 
・意識もうろう          ・犬が吠えるような咳 
・ぐったり              ・のどや胸が締め付けられる 
・尿や便をもらす        ・咳 
・脈が触れにくい        ・息がしにくい 
・唇や爪が青白い        ・ゼーゼー。ヒューヒュー 
 

消化器の症状           皮膚の症状 

・腹痛・かゆみ 

・吐き気，おう吐    ・じんま疹 
・下痢                 ・赤くなる 
 

顔面・目・口・鼻の症状 

・顔面の腫れ 
・目のかゆみや充血，まぶたの腫れ 
・くしゃみ，鼻水，鼻づまり 
・口の中の違和感，唇の腫れ 
  

アレルギー症状 

【全身の症状】 

 □ぐったり 

 □意識もうろう 

 □尿や便をもらす 

 □脈が触れにくいまたは不規則 

 □唇や爪が青白い 

 □意識がない 

   

【呼吸器の症状】 

 □のどや胸が締め付けられる 

 □声がかすれる 

 □犬が吠えるような咳 

 □息がしにくい 

 □持続する強い咳き込み 

 □ゼーゼーする呼吸 

 （ぜん息発作と区別できない場合を含む） 

【消化器の症状】 

 □持続する強い 

（がまんできない）お腹の痛み 

 □繰り返し吐き続ける 

エピペンを使用し 10～15分後に

症状の改善が見られない場合、

次のエピペンを使用する。 
反応がなく 

呼吸がない 

反応がなく 

呼吸がない 
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Ⅵ 感染症対策 

１ 感染症対策の基本 

 

（１）感染症予防対策 

    感染の予防は感染経路を絶つことが基本であり、そのために手洗い、うがい、消毒、排泄

物の適切な処理が重要である。 

   ケアの際には、感染症の有無にかかわらず、湿性生体物質（血液、体液、分泌物、排泄物、

正常でない皮膚、粘膜）との直接接触および間接接触が予想されるものとして手洗いを励行

し、手袋、マスク等を着用する。 

    

   ①健康状態の把握 

  ②手洗いの徹底 

   ③環境の清潔 

   ④感染症についての情報共有 

 

 

 ・１ケア１手洗いが原則。排泄指導の後や汚物に触れた後、食事の介助の前には必ず実施す

る。手洗い後、必要に応じて擦式消毒用アルコール製剤を使用する。 

 ・手洗い場には液体石けんを準備する。 

 ・手洗い後のペーパータオルは共用しない。 

 

（２）発生が疑われる場合の対応 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手洗いについて 

 

感染症罹患の疑い 

 

 

医療機関受診および 

結果報告 

 

学校医へ相談 汚物等の処理 

保護者への情報提供 教職員への周知 

 

罹患確定 

 

 

必要に応じ 

出席停止等の措置 

保健所および教育委

員会への報告 

 



新型コロナウイルス感染症（対応マニュアル） 
 

 

１ 感染症の疑いがある場合の対応 

（１）基本的対応 

    ・発熱等の症状がある生徒は、他の生徒と接触させないようにする。 

    ・保健室来室時、既に他の生徒等が入室している場合、訴えのあった生徒等を入室させ 

る前に、他の生徒等を退室させる。 

・体調不良の生徒保護者へ連絡し、安全に帰宅させ、自宅療養、受診を勧める。 

・受診結果を学校に連絡するよう保護者に依頼する。 

 

（２）抗原検査簡易キットの活用（令和 3年 9月～） 「抗原検査実施体制について」ｐ20参照 

   ・感染症の疑いがあり、直ぐに医療機関を受診することが困難な場合、学校長の判断で抗原検

査簡易キットを利用し、学校で検査することができる。 

 

２ 発生時の連絡フロー 

                          

 

                          

                         

                                  

                                        

                      

                         

                      

 

                                           

                     

               

 

 

                

 

 

 

 

 

※１ 休日（年末年始等含む）に判明した場合は、学校携帯（090-5352-1503）に報告する。 

※２ 以下の場合、特別支援教育推進室及びスポーツ健康課へ連絡し、指示を受ける。 

①学年閉鎖・学級閉鎖等、臨時休業等の措置を検討する場合。 

②クラスターが発生した場合。 

（クラスターとは）同一学級や同一部活動などで陽性判明者が５名以上確認され、 

学校内での感染拡大が疑われる場合。 

③その他、必要と考えられる場合。 

 

 

【発熱等の症状で受診するとき】 
◆かかりつけ医がいる場合 → まずはかかりつけ医等に電話相談 

（対応できない場合は他の診察・検査医療機関を案内される） 

  ◆かかりつけ医がいない、相談先がわからない場合  

→県コールセンター（０１２０－１２３－８０１）へ電話相談（24時間受付） 

  ◆新型コロナウイルス感染症患者と接触したなど、心当たりのある方 

→各保健所（受診・相談センター）へ電話相談 

 

発症者 

（生徒・教職員） 

医療機関 

管理職 

・県教育庁学校教育課（特別支援教育推進室） 

・スポーツ健康課 

保健所 

受診・相談センター 

学級担任、各主任 

養護教諭、保健主事 

保護者へ 

教職員へ 

相談 

報告 

指示 医療機関に

相談後受診 

連絡(※１) 

連絡 

     基本となる流れ 

     必要に応じて 

届出 

診断 

助言・指導 

調査 

連絡 

指示 
報告 

情報提供 

 助言・指導 報告(※２) 
周知 
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３ 生徒または教職員の陽性判明時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）分担 

 指揮系統 担当責任者 

本部設置  校長 

情報記録票の作成 教頭→第一報を受けた職員 教頭 

校内での接触者の情報収集 教頭→学年主任 教頭 

保護者との連絡 教頭→学年主任→担任 学級担任 

生徒への連絡 教頭→学年主任→担任 学級担任 

スポーツ健康課への資料提出 

・報告様式Ａ（生徒用） 

・報告様式Ｂ（教職員用） 

・報告様式Ｃ（クラスター発生時用） 

・資料４（休業等の措置状況）…必要時 

教頭→養護教諭 養護教諭 

配信メール 校長→教頭 教頭 

保護者への通知文書作成 教頭→教務主任 教頭 

校内消毒 教頭→保健安全部 保健安全部 

 

（２）連絡先一覧 

連絡先  

スポーツ健康課 ℡：７３４－９９０８ 

報告書提出用アドレス：Spo-COVID@pref.aomori.lg.jp 

コロナ対応携帯：０９０－２６８１－８００６ 

特別支援教育推進室 ７３４－９８８２ 

保健所 下記【保健所連絡先・管轄市町村】参照 

 
【保健所連絡先・管轄市町村】 

保健所 電話番号 管轄市町村 

青森市保健所 017-765-5280 青森市 

弘前保健所 0172-33-8521 弘前市、黒石市、平川市、西目屋村、藤崎町、大鰐町、 

田舎館村、板柳町 

五所川原保健所 0173-34-2108 五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、鶴田町、中泊町 

八戸市保健所 0178-80-7878 八戸市 ※電話番号：八戸新型コロナウイルス感染症コールセンター 

三戸地方保健所 0178-27-5111 三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、 

おいらせ町 

上十三保健所 0176-22-3510 十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、 

東北町、六ヶ所村 

むつ保健所 0175-31-1891 むつ市、大間町、東通村、風間浦村、佐井村 

東地方保健所 071-739-5421 平内町、今別町、蓬田村、外ヶ浜町 

 

 対策本部を設置（校長室） 
 メンバー：校長(本部長)、教頭、事務長、教務主任、当該学年主任、当該学級担任、

保健主事、養護教諭 （その他、事案に応じて本部長が他学年の学年主任、
進路指導主事、生徒指導主事、寮務主任、寄宿舎総務部主任等より選出
する） 

◆内容：情報の確認、役割分担の確認、授業打ち切りの可否判断 等 

※ 臨時休業の要否の決定は県教委。指示を受け、臨時休業の措置をとる。
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【情報記録票】          （記録者：        令和  年  月  日作成） 

対象者氏名 年  組            （生徒 / 教職員） 年齢    歳 

連絡先（電話） 
①自宅 

②携帯電話 

居住地管轄保健所 保健所 （居住地：       ） 

症  状 

□体 温     ℃ （   時  分現在 ）  

□風邪症状  有・無 （ 咳・鼻汁・咽頭痛 ） 

□頭 痛   有・無 

□倦怠感   有・無 

□味覚・嗅覚異常 有・無 

□その他（                        ） 

症状出現日    月   日（   ）     時   分頃 

検 査 日   月  日（  ） 

受けた検査 結果 

PCR 検査・ 抗原検査 陽性・陰性 

結果判明日   月  日（  ） 

【※Webキット検査センターで陽性が判明した場合】 

検査センターから連絡(メール)を受けた日： 

            月   日（  ） 

受診医療機関  

最終登校（出勤）日   月  日（  ）     時  分頃まで 

出席停止（出勤困難

休暇）の期間 
 月  日（  ）～    月  日（  ） 

経 

緯
（
時
系
列
） 

※発症、感染判明前の行動歴 等（特に２日前からの行動について情報収集） 

 

 

  

 

 

【メモ】 

 

 

保
健
所
か
ら
の
指
示 

【本人に関する情報】 【本人以外に関する情報】 
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４ 生徒の出欠の取扱、教職員の服務について 

【生徒】 

 出欠の取扱 期 間 

感染症に罹患 

出席停止 

発症から 7日経過し、かつ症状軽快後 

24時間経過後に解除 

濃厚接触者と特定 
陽性者との最終接触のあった日の翌日

から起算して 5日間 

発熱・咳・倦怠感等、疑わしい症状

の場合 
必要と認められる期間 

症状等はないが、保護者等からの心

配で登校等させない等の理由 
必要と認められる期間 

上記以外 通常登校 （健康観察の徹底） 

 

【教職員】 

 
服務の取扱 期 間 

感染症に罹患 

（勤務しないこ

とがやむを得な

い場合） 

出勤困難休暇 

発症から 7日経過し、かつ症状軽快後 

24時間経過後に解除 

濃厚接触者と特定 
陽性者との最終接触のあった日の翌

日から起算して 5日間 

教職員又はその親族に発熱等の風

邪症状がある場合 
必要と認められる期間 

教職員の子どもが通う学校が臨時

休業する際、当該子どもの世話を行

う場合 

必要と認められる期間 

上記以外 通常勤務 （健康観察の徹底） 

 ※感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律４４条の３第２項の規定に

よる 
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抗原検査実施体制について

感染症の疑いがある場合の対応

・体調不良の生徒保護者へ連絡し、安全に帰宅させ、自宅静養、受診を勧める。

・受診結果を学校に報告するよう保護者に依頼する。

体調不良時は自宅静養及び受診することが基本であるが、以下の場合、学校長の判断で
抗原検査キットを利用し学校で検査することができる。

○登校（帰舎）後・出勤後に体調の変調を来し、直ちに医療機関を受診できない場合
（教職員が感染不安等で希望する場合には、必要に応じて検査することは可能）

検査実施のフローチャート（教職員もこれに準ずる）

生徒
風邪症状あり

・37.5℃以上の発熱 ・呼吸器症状（咳等）
・咽頭痛 ・その他の症状

抗原検査実施
※同意書が提出された者に対して実施

養護教諭→学校医
検査実施について
報告・相談

管理職(学校長)
検査の実施の要否を判断

保護者の迎えを待ち

受診・自宅静養

陽性の場合

・担任(寄宿舎指導員）は、保護者に結果を報告し、

直ちに医療機関の受診を勧める。

※かかりつけ医がいる場合→かかりつけ医に電話相談

※かかりつけ医がいない場合→県のコールセンター

（0120-123-801）へ電話相談（24時間対応）

陰性の場合

・保護者に結果を報告し、偽陰

性の可能性もあることから、

医療機関の受診を促す。

・症状が軽快するまで自宅静養

とする。

保護者が早々に対応可能

検査を
実施しない

検査を実施する

担任(寄宿舎指導員)
・保護者へ連絡
・迎えが可能か確認

早急な対応が困難

必要に応じて
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新型コロナウイルス感染症(予防対策) 

 

【基本方針】 

１ 換気の悪い密閉空間を避ける。 

２ 多くの人が密集することを避ける。 

３ 飛沫による感染を避ける。 

４ 生徒の健康管理の徹底を図る。 

 

１ 換気の悪い密閉空間を避ける 

（１）換気の徹底 

  ・生徒が活動している場所は常に換気扇を回す。 

・休み時間は、活動場所の窓、扉（全て）を開けて、５分以上換気をする。 

・授業中、CO２モニター（普通教室・特別教室・体育館、職員室、事務室に設置）のアラームが鳴っ

たら、CO2濃度が 1000ppmに以下になるまで換気をする。 

 

２ 多くの人が密集することを避ける 

（１）集会等の実施について  

  ・必要最小限に設定する。 

・実施する場合は、①生徒間の距離をあける、②換気をする、③集会時間を短縮する、④会場及び使

用物品を消毒する。  

  ・会場の入退出時に、手指消毒を行う。 

 

（２）給食について   

 ・給食は、Ａ・Ｂの２グループ（「給食について」ｐ２２参照）に分けて、前後半に食事をする。 

前半   給食…１１：３５～１２：００  （清掃…１２：０５～１２：２０） 

   後半 （清掃…１１：３５～１１：５０）   給食…１２：００～１２：２５ 

 

（３）着替えの場所と時間について 

   

 

 

 

 

 

場 所 時 間 

男子：男子更衣室 

 

女子：女子更衣室 

朝：通学生は登校後随時 

  寄宿舎生は３年→２年→１年の順で、時間差で登校後随時 

帰：１、２年 ＳＨＲ前 

    ３年 ＳＨＲ後 

（授業が早めに終わった場合は、３年もＳＨＲ前に着替える） 
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（４）昼休みについて 

  ①体育館の使用について（週番担当者が必ずつく） 

・体育館の割り当て 

曜  日 月 火 水 木 金 

割り当て ３年 ２年 １年 ３年 なし 

   ・活動可能な種目 

    バドミントン、バスケットボール、バレーボール 

  ②情報処理室の利用について（週番担当者が必ずつく） 

   ・換気、使用前後の手洗いを行い、１０名まで利用可能。 

    （１１名以上が希望の場合は、交代で使用する、もしくは別日にする等で調整をする。） 

（５）部活動について 

   ・各部活動の活動日や活動時間をずらす等の工夫をする。 

・活動前に検温を実施する。 

・活動前後は手洗い（手指消毒）することを徹底する。 

（６）寄宿舎での入浴について 

・一度に入浴する人数を８名程度に制限する。 

・脱衣所内で、密にならないように人数と会話を控える。 

 

３ 飛沫による感染を避ける 

（１）他者との接触について 

・お互い手を伸ばして届く距離に近づかない（ソーシャルディスタンスの確保）。 

・至近距離での会話は避ける。 

・咳エチケットを徹底する。 

（２）給食について 

・座席は間隔を空け、大声での会話は控える。 

 

４ 生徒の健康管理を徹底する（健康観察の徹底） 

（１）定期的な検温 

・検温時間   通 学 生 ①起床時(自宅) ②就寝前(自宅) ※その他必要時 

寄宿舎生 ①６：３０(舎) ②１９：３０(舎) 

     ※③自宅から寄宿舎に戻る時(自宅)、その他必要時 

・検温表を作成して各生徒の日誌に綴じ、各自で記入する。検温値の他、症状の有無、帰宅時の検

温値、風邪症状の家族等の有無、保護者の確認欄を設ける。 

（２）登校自粛、早退及び帰省の目安 

  ①３７.５度以上の発熱がある場合 

  ②風邪の症状（咳、咽頭痛、倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合 

・同居の家族が新型コロナウイルス感染症と診断されている場合は、該当生徒は濃厚接触者とな

り、出席停止となる。 

 （３）症状がある生徒への対応 

   ・舎生は、静養室または空き室にて静養し、保護者の迎えを待つ。 

   ・通学生は、原則保健室で静養し、保護者の迎えを待つ。 
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５ その他 

（１） 消毒について 

①手指の消毒：消毒用エタノールを手指に刷り込む。 

・消毒用ポンプの設置 学  校：玄関、体育館前、各階廊下  

           寄宿舎：舎玄関（帰舎時）、食堂前、各階トイレ、各階廊下、特別室 

②施設及び物品の消毒：消毒液は職員が扱う。（生徒が使用する場合は扱いに十分注意する） 

・手を触れることの多い所（ドアノブ、スイッチ、テーブル等）の消毒を毎日行う。 

 ※教室内は担任、その他廊下、給食のパーテーション等はスクールサポートスタッフが行う。 

・給食時のテーブルの消毒については、「給食について」ｐ２２参照。 

 

（２） 来校者の対応について 

・玄関先での検温、手指消毒の協力を依頼する。 

・体温が３７．５度以上または風邪の症状（咳、咽頭痛等）のある場合には、入校を断る。 

 

（３） 校外学習時の対応 

・感染対策の４つの基本方針に従い、実施する。 

・具体的な対応策について、実施計画に盛り込む。 

 





















消毒セット

設置場所：保健室冷蔵庫左側、職員室３学年

側洗面台下

・消毒液（嘔吐物用、床用）

・使い捨てちりとり

・ペーパータオル

・ポリ袋２枚（青、白）

３ 感染性胃腸炎対策

下痢・嘔吐物の処理について
生徒の下痢・嘔吐についてはノロウイルス感染によるものと仮定し、感染が広がらないように以下の点

に留意して対処する。

処理の手順 下痢・嘔吐物の発見

発見した教職員が処理を行う

１．前処置

・エチケット袋を生徒に渡す。
・他の生徒を廊下等に出るよう指示する
・窓を開ける
・嘔吐物を新聞紙で覆う

嘔吐物処理セット
設置場所：各普通教室、特別教室

・エチケット袋 ・手袋（２組）

・新聞紙 輪ゴム

・マスク →手袋は２枚重ねる

・エプロン

・靴カバー

２．連絡

・保健室（内線107番）に連絡
※養護教諭不在時は職員室に連絡（205番）
●連絡を受けた職員は消毒セットをもって現場へ
●嘔吐した生徒を引き取る

３．準備して消毒グッズの到着を待つ

エプロン、マスク、靴カバー、手袋2枚を装着する。

４．拭き取り

・嘔吐物に「嘔吐用消毒液」をかける。
・嘔吐物を使い捨てちりとりで外側から内側にむけてぬぐい取り、すぐに白色ポリ袋に入れる。
・拭き取り終了後、白色ポリ袋にちりとり、靴カバー、外側の手袋を1組を入れ、「嘔吐用消毒液」
をふりかける。しっかりと袋の口を結び、青色ポリ袋に入れる。

５．床の消毒

・嘔吐物が付着していた床とその周辺をペーパータオルで覆い、「床用消毒液」をふりかけ、
染みこませる。（１０分程度）

・ペーパータオルに消毒液を振りかけたものを踏み、靴底を消毒する。
・新しいペーパータオルで床の水分を拭き取る。
・使用したペーパータオルは、青色ポリ袋に入れる。

６．嘔吐物の消毒、後始末

・使用したマスク、内側の手袋、エプロンはすべて青色ポリ袋に入れ、「嘔吐用消毒液」を
ふりかける。しっかりと袋の口を結び、１階教材室の“燃えるゴミ”に捨てる。
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　　　 　家庭・施設・生徒

　　　　青森第二高等養護学校
　連絡

　　電話・ＦＡＸ（緊急連絡先）

　　　　　　　電話　０１７（７４２）６６２４

　　　　　　　ＦＡＸ　０１７（７４２）６６４６ 　連絡

　指示
　　　　　　 　学校医

　　　　　虹ヶ丘内科クリニック

　　電話　０１７（７６５）１１７７

　　　　青森県学校給食会

　　電話　０１７（７３８）１０１０ 　　　　　 青森市保健所

　　ＦＡＸ　０１７（７３８）１０５１ 　　電話　０１７（７６５）５２８０

　　ＦＡＸ　０１７（７６５）５２０２

　青森県教育庁スポーツ健康課 　青森県健康福祉部保健衛生課

　　　体育・健康グループ　
　連絡

　　電話　０１７（７３４）９９０８ 　　ＦＡＸ　０１７（７３４）８０４７

　　ＦＡＸ　０１７（７３４）８２７５

　　　　　　文部科学省 　　　　　　厚生労働省
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４　食中毒・経口感染症等発生時の緊急連絡網
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Ⅶ 災害発生時の救急体制 

１ 学校の組織体制 

（１）在校時  

配備体制 担当 内容 準備物 

災害対策本部

の設置 

校長 

教頭 

事務長 

教務主任 

保健安全部 

・被災状況の把握 

・避難または身を守るための方法指   

 示 

・応急対策の決定 

・情報収集 

・交通機関の確認 

・保護者への緊急メール発信の指示 

・警察、消防等への通報指示 

・災害後の日程、見通しの決定 

・関係機関への連絡、報告 

危機管理マニュ

アル 

ラジオ 

ハンドマイク 

携帯電話 

備蓄品等 

避難誘導 学級担任 ・生徒への避難または身を守るため 

の方法指示 

・生徒の安全確保 

・負傷者、行方不明者の確認 

・二次災害の情報収集 

・災害後の日程、見通しの連絡 

出席簿 

 

 

 

保護者への 

対応 

学級担任 

寄宿舎職員 

 

・保護者への連絡 

・引き渡し場所等の確認 

・緊急メール発信 

出席簿 

生徒情報一覧 

救護 養護教諭 ・生徒、教職員の救命・救出 

・負傷者の保護・応急手当 

・関係医療機関との連絡調整 

救急用具、水 

 

（２）登校時 

配備体制 担当 内容 準備物 

災害対策本部

の設置 

校長 

教頭 

事務長 

教務主任 

保健安全部 

・被災状況の把握 

・避難または身を守るための方法指   

 示 

・応急対策の決定 

・情報収集 

・交通機関の確認 

・生徒、保護者への緊急メール発信 

の指示 

・警察、消防等への通報指示 

・災害後の日程、見通しの決定 

・関係機関への連絡、報告 

危機管理マニュ

アル 

ラジオ 

ハンドマイク 

携帯電話 

生徒情報一覧 

通学生への対 

応 

学級担任 

 

 

 

 

 

生徒指導部 

・生徒、保護者への連絡 

・状況確認 

・生徒の安否確認 

・生徒の送迎、引き渡し等の確認 

・状況の報告 

・緊急メール発信 

・各バス停での確認 

（二養前、戸山、市役所前、青森駅） 

生徒情報一覧 
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寄宿舎生への 

対応 

寄宿舎指導 

員 

・生徒の安否確認、掌握 

・状況の報告 

生徒情報一覧 

 

救護 養護教諭 ・生徒、教職員の救命・救出 

・負傷者の保護・応急手当 

・関係医療機関との連絡調整 

救急用具、水 

 （３）下校時 

配備体制 担当 内容 準備物 

災害対策本

部の設置 

校長 

教頭 

事務長 

教務主任 

保健安全部 

・被災状況の把握 

・避難または身を守るための方法指   

 示 

・応急対策の決定 

・情報収集 

・交通機関の確認 

・生徒、保護者への緊急メール発信 

の指示 

・警察、消防等への通報指示 

・災害後の日程、見通しの決定 

・関係機関への連絡、報告 

危機管理マニュ

アル 

ラジオ 

ハンドマイク 

携帯電話 

生徒情報一覧 

通学生への 

対応 

学級担任 

 

 

 

 

 

生徒指導部 

・生徒、保護者への連絡 

・状況確認 

・生徒の安否確認 

・生徒の迎え、引き渡し等の連絡 

・状況の報告 

・緊急メール発信 

・各バス停での確認 

（二養前、戸山、青森駅、市役所前） 

生徒情報一覧 

 

寄宿舎生へ 

の対応 

寄宿舎指導 

員 

・生徒の安否確認、掌握 

【帰省日】 

・各交通機関の状況を把握する。 

・各交通機関に乗っている生徒に連 

絡して状況を確認し、対応を指示 

する。 

ＪＲ奥羽線   青森市営バス 

  青い森鉄道   弘南バス 

  十和田観光バス 下北交通 

・生徒の安全が確認でき次第、校長 

に連絡する。 

生徒情報一覧 

 

（４）夜間・休日の対応 

配備体制 担当 内容 準備物 

災害対策本

部の設置 

校長 

教頭 

事務長 

・教職員への参集要請 

・被災状況の把握 

・今後の日程確認 

・生徒、保護者、関係機関への連絡 

危機管理マニュ

アル 

ラジオ 

携帯電話 

生徒情報一覧 
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２ 連絡体制 

（１）連絡体制の整備 

   災害の発生時には、学校から保護者に対して生徒の安否情報や学校の被災状況について迅 

速に情報の提供を行う。 

（２）緊急メール配信の整備 

   非常時の緊急連絡の手段として、保護者に携帯電話等のアドレスの登録を依頼し、状況を

一斉に配信できる緊急メール配信サービスを利用し、整備する。 

（３）緊急連絡先 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 地震発生時の対応 

（１）在校時 

想定場面 校長・教頭等 教職員 

 

 

生徒の 

  安全確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○避難指示 

・放送、拡声器 

 

 

 

○安否確認 

 

○情報確認 

○危険回避 

・近くの窓、壁と反対側に頭を向けて机の下にもぐらせ、机

の脚をしっかり持たせる。 

・身を隠すところがない場合、身近にある本などで頭部を覆

い保護させ、できるだけ低い姿勢を取らせる。 

・休み時間の場合、教職員は担当の教室に駆け付け、生徒を

掌握する。 

・体育館や廊下では落下物、飛散物に注意し、頭部を保護し 

ながら中央部(状況に応じて対処)に集まり低い姿勢を取ら 

せる。 

○二次災害防止（火気の始末等） 

・直ちに使用中の火を消す。 

・ガスの元栓を閉める。 

・電気器具等のコンセントを抜く。 

・避難するために教室等の出入口を確保する。 

・転倒、落下の恐れのある物から生徒を遠ざける。 

・生徒の怪我等の有無を調べる。 

○避難誘導 

・本部の指示で避難開始する。 

・避難時には避難経路の安全確認をする。 

・教職員が先頭に立って生徒を避難誘導する。 

・空き教職員は巡視、階段誘導を行う。 

○安否確認 

・避難場所に誘導後、人員を確認し本部(教頭)に報告する。 

・けがを負った生徒に対しての応急手当及び医療機関への連

緊急連絡先一覧 

ＪＲ東日本青森駅     ０１７－７３４－６７３４  災害用伝言ダイヤル「１７１」 

青い森鉄道青森駅     ０１７－７３５－２２５０ 

青森市営バス東部営業所  ０１７－７２６－５４４３ 

青森市営バス西部営業所  ０１７－７８８－２３２６ 

青森市営バス利用者の窓口 ０１７－７２６－５４５２ 

弘南バス青森営業所    ０１７－７２６－７５７５ 

十鉄バス青森総合案内所  ０１７－７８７－０６０１ 

十鉄バス三本木営業所   ０１７６－２３－３１３３ 

八戸市営バス旭ヶ丘営業所 ０１７８－２５－５１５４ 

下北交通むつ営業所    ０１７５－２２－３２２１ 

地震発生 

避難決定 

安全確認 
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・情報収集 

○連絡 

・県教委等 

絡をする。 

・人員確認で異常がある場合は、所在不明者の発見に全力を

尽くす。 

 

（２）登下校時 

想定場面 校長・教頭等 教職員 

 

 

生徒の 

  安全確保 

 

○情報確認 

・情報収集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安否確認 

○連絡 

・県教委等 

○生徒の状況把握 

【通学生】学級担任が対応する。 

・保護者へ連絡し、生徒の状況を確認する。 

・各バス停を分担して生徒の状況を確認する。 

（二養前、戸山、商業高校前、青森駅、市役所前） 

・学校近辺のバス停にいる生徒、道路を歩いている生徒には、 

学校に行くよう伝える。 

・状況によっては、保護者に迎えを要請する。 

【寄宿舎生】寄宿舎指導員が対応する。 

・各交通機関の状況を把握する。 

・各交通機関に乗っている生徒に連絡して状況を確認し、対 

応を指示する。 

・生徒の安全が確認でき次第、校長に連絡する。 

 

（３）校外学習時 

想定場面 在校職員 引率職員 

 

 

生徒の 

安全確保 

 

 

 

 

 

 

○引率教員との 

連絡 

○現地状況の把 

握 

 

 

 

 

○保護者へ状況 

説明 

 

 

○連絡 

・県教委等 

○危険回避 

・窓ガラス近辺を避け、身近にあるもので頭部を覆い保護さ

せ、できるだけ低い姿勢を取らせる。 

・出口や避難場所の確認をする。 

・状況に応じて、安全に避難させる。 

・海岸では津波、山間部では崖崩れに注意し、安全な場所に

避難する。 

○安全確認 

・避難場所に誘導後、人員を確認して学校に報告し、対応を

検討する。 

・けがを負った生徒に対しての応急手当及び医療機関への連

絡をする。 

・人員確認で異常がある場合は、所在不明者の発見に全力 

を尽くす。  

・速やかに帰校する。 

 

 

 

 

 

報  告 

地震発生 

地震発生 

一時避難 

帰 校 
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４ 火災発生時の対応 

（１） 在校時 

想定場面 校長・教頭等 教職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○避難指示 

・放送、拡声器 

 

 

 

 

○安否確認 

 

○情報確認 

・情報収集 

○連絡 

・県教委等 

○避難口の確保 

・窓を閉め、教室のドアを開けて避難口を確保する。 

・休み時間の場合、教職員は担当の教室に駆け付け、生徒を

掌握する。 

○火気の始末 

・火気を使用している場合は直ちに火を消す。 

・ガスの元栓を閉める。 

○避難誘導 

・本部の指示で避難開始する。 

・避難時には避難経路の安全確認をする。 

・ホールや火災現場の近くを通らない。 

・教職員が先頭に立って生徒を避難誘導する。 

・空き教職員は巡視、階段誘導を行う。 

○安否確認 

・避難場所に誘導後、人員を確認し本部(教頭)に報告する。 

・けがを負った生徒に対しての応急手当及び医療機関への連

絡をする。 

・人員確認で異常がある場合は、所在不明者の発見に全力を

尽くす。 

 

（２）校外学習時 

想定場面 在校職員 引率職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○引率教員との 

連絡 

○現地状況の把 

握 

 

 

 

 

○保護者へ状況 

を連絡する 

○連絡 

・県教委等 

 

○危険回避（屋内の場合） 

・出口や避難場所の確認をする。 

 

 

○避難誘導 

・施設の指示に従い、避難する。 

 

○安全確認 

・避難場所に誘導後、人員を確認して学校に報告し、対応を

検討する。 

・けがを負った生徒に対しての応急手当及び医療機関への連

絡をする。 

・人員確認で異常がある場合は、所在不明者の発見に全力 

を尽くす。 

・速やかに帰校する。  

 
５ その他の災害発生時（風・水・雪）の対応 

（１）風水雪災害が予想される場合には、上記の災害と同様に災害や天候の状況、交通機関等の

情報収集を行い、生徒の安全確保に努める。 

（２）日程や下校時刻の変更、臨時休業等、安全対策に対する決定をし、緊急メールの発信と共 

に生徒と保護者や県教育委員会等への連絡をする。 

（３）校内外の安全確認及び主な通学路の巡視と安全対策を行う。 

 

 

火災発生 

避難決定 

安全確認 

火災発生 

一時避難 

帰 校 

安全確認 
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６ 弾道ミサイル発射時の対応 

（１）在校時  

想定場面 校長・教頭等 教職員 

J アラートミ 

サイル発射緊 

急情報発令 

 

生徒の安全 

確保 

 

 

 

 

○ミサイルに関 

 する情報伝達 

 放送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安否確認 

 

○情報確認 

・情報収集 

○連絡 

・県教委等 

○危険回避 

【屋内にいる場合】 

・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動する。 

・床に伏せて頭部を守る。（可能であればヘルメット着用） 

・休み時間の場合、教職員は担当の教室や場所に駆け付け、

生徒を掌握する。 

【屋外にいる場合】 

・近くの建物の中や地下に避難し、床に伏せて頭部を守る。 

（可能であれば頑丈な建物が望ましいが、近くにない場合は

それ以外の建物に避難） 

・近くに避難できる建物がない場合は物陰に身を隠すか、地

面に伏せて頭部を守る。 

○二次災害防止（火気の始末等） 

・直ちに使用中の火を消す。 

・ガスの元栓を閉める。 

・電気器具等のコンセントを抜く。 

・避難するために教室等の出入口を確保する。 

・転倒、落下の恐れのある物から生徒を遠ざける。 

・生徒の怪我等の有無を調べる。 

○安否確認 

・人員を確認し本部(教頭)に報告する。 

・けがを負った生徒に対しての応急手当及び医療機関への連 

絡をする。 

・人員確認で異常がある場合は、所在不明者の発見に全力を 

尽くす。 

 

（２）登下校時   

想定場面 校長・教頭等 教職員 

J アラートミ 

サイル発射緊 

急情報発令 

 

 

生徒の 

  安全確保 

 

○情報確認 

・生徒に関する 

情報収集 

・ミサイルに関 

する情報確認 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安否確認 

○連絡 

・県教委等 

○生徒の状況把握 

【通学生】学級担任が対応する。 

・近くの建物の中や地下に避難し、床に伏せて頭部を守る。 

（可能であれば頑丈な建物が望ましいが、近くにない場合は 

それ以外の建物に避難） 

・近くに避難できる建物がない場合は物陰に身を隠すか、地 

面に伏せて頭部を守る。 

・携帯電話等の所持者へ連絡し、生徒の状況を確認する。 

・保護者に連絡し、生徒の状況を確認する。 

・各バス停を分担して生徒の状況を確認する。 

（戸山、二養前、商業高校前、青森駅、市役所前） 

【寄宿舎生】寄宿舎指導員が対応する。 

・各交通機関の状況を把握する。 

・各交通機関に乗っている生徒に連絡して状況を確認し、対 

応を指示する。 

・生徒の安全が確認でき次第、校長に連絡する。 

安全確認 

報  告 
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（３）校外学習時 

想定場面 在校職員 引率職員 

J アラートミ 

サイル発射緊 

急情報発令 

 

生徒の 

安全確保 

 

 

 

 

 

教頭 

○校長に報告 

○引率教員と 

の連絡 

○現地状況の 

把握 

 

 

 

 

 

○保護者へ状 

況を連絡 

 

 

○連絡 

・県教委等 

○危険回避 

【屋内にいる場合】 

・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動する。 

・床に伏せて頭部を守る。 

【屋外にいる場合】 

・近くの建物の中や地下に避難し、床に伏せて頭部を守る。 

（可能であれば頑丈な建物が望ましいが、近くにない場合は

それ以外の建物に避難） 

・近くに避難できる建物がない場合は物陰に身を隠すか、地

面に伏せて頭部を守る。 

・学校に状況を連絡し、対応を検討する。 

○安全確認 

・避難場所に誘導後、人員を確認し学校に報告する。 

・けがを負った生徒に対しての応急手当及び医療機関への連

絡をする。 

・人員確認で異常がある場合は、所在不明者の発見に全力 

を尽くす。  

・速やかに帰校する。 

 
                 

７ 学校への犯罪予告・テロへの対応 

（１） 電話による犯行予告の場合     

  不審者：爆破予告の場合 

                                   受 信 

                  

                      

○ 下記｢犯行予告等への対応表｣により落ち着いて対応し、情報を把握する。 

○ 相手に気付かれないように同勤者と連絡を取り（予めサイン等を決めておく）、できる限り録 

音機器等を活用し、証拠資料の確保に努める。 

○ 電話のスピーカー機能を活用して同勤者にも聞こえるようにし、協力を求める。その際には、

感づかれないように周囲で話をしないようにする。 

○ 予告電話をいたずら電話と感じた場合でも校長（不在の場合は教頭）へ報告する。 

【犯行予告等への対応表】 

 

 

 

 

   職   員 

聴取内容     聴取時における注意事項 

いつ  犯行日時 爆破等予定日時等の確認 

どこで・どこに 犯行場所 設置場所等の特定 

だれが 犯人の特徴 言動、なまり、声質、興奮の有無 

何を･どのように 爆弾等の特徴 種類、形状、包装の有無 

どうなっているか・どう

なるか 

爆発等の規模 被害予測、被害状況 

相手の要求等 目的･動機･原因 金銭、嫌がらせ、愉快犯、怨恨 

その他 送話口からの騒音等 環境確認(電車の走行音、放送等) 

一時避難 

帰 校 

安全確認 
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         報告      直ちに通報 

   

       

 

 

 

県教委へ電話等で第一報を入れる 

 

不審物を検索する場合は･･･ 

○ 爆破等の予定時刻まで余裕がある場合など、警察からの指示を受けた上で不審物を検索する際

には、学校にあっては校長（不在の場合は教頭）の指揮の下で行う。 

○ 指揮者は、可能な限り検索要員を編成し、概要説明後、担当区域･不審物発見時の対応を指示

して検索を実施する。 

○ 検索要員は、担当区域について、トイレ、倉庫、機械室、植込み等くまなく責任をもって検索

を行い、不審物発見に努める。 

 

（２） 不審物（爆発物、核、ウィルス・細菌、化学物質の疑いがある物等）を発見した場合 

 

職員：不審物発見 

 

 

報告       

直ちに通報 

 

 

 

 

県教委へ電話等で第一報を入れる 

 

不審物の処理には･･･ 

○ 不審物には一切触れない。 

○ 警察等に連絡し、全ての人が安全な位置まで離れて待機する。ウィルス・細菌、化学 

物質が疑われる場合は、警察に調査を依頼する。 

○ 中身が飛散する恐れがある場合には、危険の及ばない範囲でビニールで覆いをする等 

の対応を施す。 

○ 核、ウィルス・細菌等、被爆若しくは感染する疑いのある物を発見した場合は、部屋 

を離れ、ドアを閉め、その区域に人が立ち入れないようにし、その場所又は部屋にい 

た人全てのリストを作成する。 

○ 汚染された恐れのある人は速やかにシャワーと石鹸で洗い流し、うがいを行う。脱い 

だ衣服はビニール袋等で密閉する。 

○ 汚染の恐れのある場合は、付近の空調、扇風機等を停止する。 

○ 警察を通じて保健所から連絡が来るので、その前に慌てて医療機関に駆け込む必要は 

ない。ウィルス・細菌の場合は潜伏期間があるので直ちに自覚症状が起こることはまず 

ないが、何らかの自覚症状があれば医療機関を受診する。 

 

 

 

 

校長 

(不在の場合は教頭) 警察 

校長 

(不在の場合は教頭) 警察 
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８ インターネット上の犯罪被害への対応 

  

   事実の確認 
 

         ア 書き込み内容の確認を行うとともに、被害生徒等から 

・ 発見に至った経緯 

・ 書き込みを行った者の心当たり 

・ 保護者への相談状況 

・ 他の生徒の認知状況 

などを聴き取る。 

イ 他の生徒からの聴き取りについては、被害生徒及び保護者の了解を得て行

う。了解が得られない場合は、聴き取りは行わず、生徒の人権やプライバ

シーに十分配慮して対応する。 

ウ 書き込みがあった背景を含め、トラブルの実態把握に努めるとともに、書

き込んだ者の特定を行う。 

 

   連絡及び情報の集約 

 

ア 把握した事実を正確かつ迅速に管理職へ連絡する。 

イ 教頭又は生徒指導主事がすべての情報を集約し、正確に記録する。 

ウ 保護者も憤りや不安をもつことが多いので、心情に配慮した連絡を行う。 

エ 校長が警察との連携が必要と判断した場合は、協力を依頼する。 

 

対応方法の協議 

 

ア 関係者が、当該生徒及び保護者の意向を踏まえた上で、対応策を協議す

る。 

イ いじめと認定される場合は、「学校いじめ防止基本方針」に則り対応する。 

ウ 職員会議を開き、事案の説明を行い、全教職員の共通理解を図る。 

エ 家庭訪問を行うなど、保護者との話合いの機会をもち、生徒の心のケア

を含め、学校の対応策を説明し、連携を図る。 

 

具体的な対応 

 

ア  被害生徒への対応 

・嫌な思いや不安を感じたことなどへの共感的理解を基本とする。 

・特に、書き込みをした者が分からない場合は、周りのすべての友人に疑

いをもつなど、精神的に追い詰められた状態になっていることもあるの

で、十分配慮する。 

・必要があれば養護教諭、カウンセラーなどと連携する。 

イ  加害生徒への対応（書き込みを行った生徒が判明した場合） 

・相手の苦しみや痛みに思いを寄せる指導を十分に行う。 

・不特定多数の者が閲覧できる場で、一方的に他人を誹謗中傷することは

犯罪になる可能性もあり、絶対に許されないことを厳しく指導する。 

・メールやプロフィール等への書き込みには、必ず責任が伴うことを理解 

させる。 

・加害生徒の複雑な心の屈折やストレスの背景に配慮することも必要であ

る。 
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事後の経過観察 

 

          ア インターネットの掲示板やブログ等への書き込みを削除できた場合でも、

すでに不特定多数の人が見ており、一度解決したとしても再発すること

もあるので、情報収集を継続する。 

イ 被害生徒は大きな心理的ダメージを受けていても、保護者や友達を心配

させたくないとの思いから、明るく振る舞うことがあるので、関係教員

が情報を共有し適切に対応する。 

 

  対応についての評価・報告 

 

ア 報告書を作成し、県教育委員会に提出する。 

イ いじめと認定した場合には、結果報告書を忘れないようにする。 
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９ 休憩時間における掌握・避難誘導体制 

 

学担の１人は、自分の学級に急行し、避難誘導にあたる  避難場所は多目的広場とする 両担任が不在の時は学年対応とする  

☆第１学年職員→１階         ☆第２学年職員→２階        ☆第３学年職員→３階 

 

 

 

※教務主任と保健安全部主任は本部に集合する。また、教務主任はできる限り学校持ち出しの物の搬出に当たる。 

 

 

２ 

 

 

 

年 

 

 

 

生 

 

 

担当者 担当場所 

主任 ２階全体 

１組担任 ２年１組 

情報処理室、美術室、

図書室 

２組担任 ２年２組 

情報処理室、美術室、

図書室 

３組担任 ２年３組 

４組担任 ２年４組 

トイレ 

学年付き 湯沸室、印刷室 

視聴覚室 

 

 

１ 

 

 

 

年 

 

 

 

生 

担当者 担当場所 

主任 1階全体 

１組担任 １年１組 

ホール、教材室、放送室、

体育館 

２組担任 １年２組 

ホール、教材室、放送室、

体育館 

３組担任 １年３組 

実習棟 

４組担任 １年４組 

実習棟 

学年付き トイレ、男女更衣室、 

教育相談室、進路指導室 

養護教諭 保健室 

  

 

３ 

 

 

 

年 

 

 

 

生 

担当者 担当場所 

主任 ３階全体 

１組担任 ３年１組 

生徒会室、音楽室、生活訓

練室 

２組担任 ３年２組 

生徒会室、音楽室、生活訓

練室 

３組担任 

 

３年３組 

トイレ、理科室、教材室 

４組担任 

 

３年４組 

トイレ、理科室、教材室 

学年付き 調理室、被服室 
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１０ バス・電車時刻等一覧                    令和５年４月１日現在 

 

（１）午前授業で下校または帰省 

 

（２）青い森鉄道が運休の場合 

①弘前方面（奥羽線利用） 市営バス第二養護学校前（13:32発）～青森駅（14:06着 14:48発）～ 

弘前駅（15:40着） 

②五所川原方面 

（五能線利用） 

青森駅までは①と同じ 

川部駅（15:30着 16:45発）～五所川原駅（17:18着）～深浦駅（18:47着） 

③八戸・三沢 ・保護者送迎を要請 

青森駅までは①と同じ 

青森駅（14:48発） 

～新青森駅（14:53着 15:52発はやぶさ 34号）～八戸（16:15着） 

新青森駅（16:38発はやぶさ 38号） ～八戸（17:05着） 

④十和田方面（バス利用） 十鉄バス 県病通（18:34発）～後萢通（18:37発：学校より徒歩 30分）～

七戸十和田駅（19:27発）～十和田市中央（19:58発） 

※時刻改正により、Ｒ５から午後はこの時刻 1本のみ 

⑤むつ方面(バス利用) 下北交通 県立病院通り（15:18 発）～野辺地駅前（16:19 発）～むつバス

ターミナル（17:48着） 

 

（３）ＪＲが運休の場合 

①弘前方面（奥羽線利用） 保護者送迎を要請 

②五所川原方面（五能線利用） 保護者送迎を要請 

③黒石方面（バス利用） 弘南バス 県立中央病院通り（15:18発） 

④むつ方面(青い森鉄道、ＪＲ利用) 下北交通 県立病院通り（15:18発） 

⑤蓬田、蟹田方面（津軽線利用） 保護者送迎を要請 

 

① 弘前方面（奥羽線利用） 小柳駅（13:31発）～青森駅（13:43着 14:01発）～弘前駅（14:43着） 

小柳駅（14:47発）～青森駅（14:59着 15:35発）～弘前駅（16:24着） 

②五所川原方面 

（五能線利用） 

青森駅までは①と同じ 

川部駅（16:14着 16:45発）～五所川原駅（17:18着）～深浦駅（18:47着） 

③黒石方面（バス利用） 弘南バス 県立中央病院通り（15:18発）～黒石駅前（17:05） 

④八戸・三沢・十和田方面 

(青い森鉄道利用) 

小柳駅（14:47発）～三沢駅（15:48着）～八戸駅（16:08着） 

※小柳駅（13:26発）～三沢駅（14:29着）～八戸駅（14:49着） 

⑤むつ方面 

(青い森鉄道、ＪＲ利用) 

小柳駅（14:47発）～野辺地駅（15:21着 16:00発）～大湊駅（16:53着） 

※小柳駅（13:26発）～野辺地駅（14:02着 16:00発）～大湊駅（16:53着） 

⑥蓬田、蟹田方面 

（津軽線利用） 

小柳駅（14:47発）～青森駅（14:59着 15:31発）～蓬田（15:57発）～

蟹田（16:08着） 

市営バス第二養護学校前（13:32発）～青森駅（14:06着） 

                      （12:45発）～青森駅（13:19着） 

⑦通学生 合浦経由                               

第二養護学校前（12:20,45発）      戸山（12:35発） 
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１１ 備蓄品一覧 

（１）食料品 

品 名 保 管 場 所 賞味期限 数 

α化わかめご飯 厨房 ※２０２２年度２月使用 ５０食分 

談話コーナー（食器棚） ２０２４．１１ ５０食分 

α化ドライカレー 厨房 ２０２４．１１ １００食分 

α化五目ご飯 厨房 ※２０２２年度給食で使用 １５０食分 

ひだまりパン 校舎３Ｆ教材室 ２０２８．４ ３６食×５セット 

たべっ子どうぶつ ２０２７．１１ ６缶×５ケース 

※五目ご飯は２２年非常食体験として給食で喫食。備蓄品の個数に余裕がないため、毎年ではなく２～

３年に１回実施する。（次回は賞味期限内の２４年１１月までに実施） 

 ひだまりパン、たべっ子どうぶつは渉外部（ＰＴＡ）から支出。定期的（給食の非常食体験と重なら

ない年）に学級に配布し更新する。 

 

（２）物品 

 

品 名 保 管 場 所 数 

発電機（ホンダ） 寄宿舎機械室 １ 

発電機：小（スバル）／大（スバル） 寄宿舎男子棟１階倉庫 ２ 

ウォッシャブルタンク２０ℓ 

（飲み水保管用） 
寄宿舎男子棟１階静養室 ８ 

バケツ（トイレ用） 寄宿舎各所 ５７ 

丸ストーブ 
寄宿舎機械室 

寄宿舎男子棟１階倉庫 

 

８ 

ラ ジ オ 寄宿舎事務室 ２ 

ランタン 寄宿舎男子棟１階倉庫 １１ 

ハンドマイク 寄宿舎事務室 ２ 

懐中電灯 寄宿舎各所 ４６ 

ろうそく 寄宿舎事務室 ６ 

チャッカマン 寄宿舎男子棟１階倉庫 ３ 

医療品 
寄宿舎事務室 

寄宿舎男女棟脱衣場 

１ 

２ 

携帯電話 教頭 １ 

電池類 事務室 あり 

トランシーバー 職員室キャビネット ６ 

灯油（２０ℓ） 農業倉庫となり油庫 ５ 

ガソリン（２０ℓ） 農業倉庫となり油庫 ３ 



 

＜初期対応の動き＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①第一発見者が不審者の侵入と位置を暗号放送で伝える。 

暗号放送「二高養タイム、二高養タイム。生徒は教室に入りましょう。○○くん（校

長名）、△△（不審者の位置）まで来てください。」 

②教頭は手空きの教職員に事務室と寄宿舎への連絡を指示し、校長に報告する。 

③教頭は教職員に対し、状況に応じた対応の指示を出す。 

Ⅷ 不審者への対応マニュアル 
１ 不審者が侵入した場合の基本的な対応の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【休み時間の場合】 

・学担は教室に行き
生徒を教室に入れ
て施錠し、次の放
送を待つ。 

・教職員は近くにい
る生徒を施錠でき
る場所に避難させ
次の放送を待つ。 

負傷者がいる 

不審者と認識 

＜生徒の安全確保及び教職員の緊急体制＞ 

＜不審者と認識後の対応＞ 
① 校内放送を聞いた手空きの教職員は、刺股等を準備

して現場に駆け付け、不審者を取り押さえる。 
② 教頭に指示された教職員は、逃げ遅れた生徒がいな

いか確認をする。 
③ 校長は警察への通報を事務職員へ指示する。 
④ 教務主任・保健安全部主任は校長室と職員室の連絡・

調整にあたる。 
 

不審者かどうか 

受付に案内する 「来校者」の名札なし、立ち入りの正当な理由なし 
正当な理由あり 

退去しない 再び侵入したか 

侵入した、 

退去した 

退去を拒否 

関係者以外の学校への立ち入り 

生徒からの情報 
・職員室へ連絡する。 
・複数の教職員で現場に行く。 
 （初期対応） 

教職員が発見 
・近くの職員に応援を求める。 
・生徒の安全を確保する。 
・職員室へ連絡する。 
・近くにいる手空きの教職員は対応にあたる。 
 （初期対応） 

退去を求める 

【授業中の場合】 

・授業者は生徒を教
室等に入れて施錠
し、次の放送を待
つ。 

・野外の授業者は、
施錠できる場所等
へ避難し、次の放
送を待つ。 

①逃走の場合、窓等を施錠し、安全を確認後、体育館に集合の放送をする。 
②不審者を警察に引き渡した場合、体育館に集合の放送をする。をする。 
③教頭は緊急放送で危険が去ったことを伝える。 
 放送「二高養タイム、危険は去りました。生徒は体育館に集合してください。」 

警察による不審者の身柄確保または校外への逃走 

 

応急手当をする 

 

点呼・負傷者の確認 

＜事後の対応や措置＞ 
・情報の整理と提供 ・保護者への説明 ・生徒の心のケア ・教育活動再開 ・再発防止対策 
・県教育委員会への連絡 ・不審者への対応マニュアル等の見直し 
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＊不在時の対応 校長→教頭、教頭→事務長 教務主任→教務副主任、保健安全部主任→保健安全部副主任 



 

２ 平常時の予防体制 

 （１）非常通報体制 

  ・防犯ブザーの設置 

（２）来校者への対応 

  ・来校業者は、インターフォンで職員玄関を解錠してもらった後、事務の受付で名前等を記

入し、名札を付ける。 

  ・保護者等は、インターフォンで職員玄関を解錠してもらった後、事務の受付で確認を受け

校舎内に入る。ＰＴＡの研修や保護者懇談会時は、生徒玄関を解錠し､担当の教職員が付く。

出入口付近には、案内の看板を設置し、入口や受付に校舎の案内や順路を示しておく。 

  ・校舎外に「関係者以外の立ち入り禁止」の看板を設置し、地域の理解を得る。 

（３）学校周辺と校舎内の巡視 

  ・朝、授業中、業間、放課後等、管理職が学校周辺と校舎内の見回りをする。 

（４）鍵の点検と非常口や窓の施錠確認 

（５）不審者の侵入を想定した避難訓練及び研修会の実施 協力先：戸山駐在所 

３ 不審者発見時の対応    《不審者としての認識》 

名札を付けていない       受付を無視した不審な言動をしている 

身なりや行動が不自然である   態度が暴力的である  

土足で校内に立ち入っている   刃物や凶器等や不審な物を持っている 

用件の受け答えが正当でない、または答えられない 

（生徒の学年・組・氏名、教職員の氏名等） 

（１）初期対応       

   ・不審者を発見した教職員、または発見者の近くにいる手空きの教職員、生徒から情報を得 

た教職員が初期対応係となる。 

  ・不審者発見から初期対応、不審者発見の通報後の対応までは前ページの記載事項に則って 

行う。 

  ・野外での授業者は、できるだけ温室や体育館、寄宿舎など施錠できるところに避難させ、 

点呼を取る。 

  ・休み時間の場合は、担任であるなしにかかわらず、近くにいる生徒を施錠できる場所に避 

   難させ、次の放送を待つ。 

４ 不審者と認識後の対応 
  ・校長に指示された事務職員は警察に通報する。 

《１１０番通報：例》 

「こちら青森第二高等養護学校です。男（女）が侵入して暴れています。生徒○人（教職員

○人）が負傷しました。直ぐに来てください。」 
・緊急放送を聞いて駆け付けた教職員が不審者対応係となるが、状況に応じて教頭から指示 

された教職員も対応にあたる。 

・不審者対応係は、護身用の刺股やほうき等を準備し現場に駆け付ける。 

刺股の設置場所：１階フロア４、２・３階教室側廊下各２、職員室隣休憩室２ 

《不審者への対応の仕方》 

・直接対応は複数で行い、刺激しないように落ち着いて話し掛ける。 

・生徒から離れる方向に誘導し、退去を促すか、空き教室へ誘導する。 

・応じない時は、警察が来るまで時間を稼ぐ。 

・刃物等の危険物を所持している場合は距離を置いて対応し、決して無理はせず、話し掛け 

や誘導よりも速やかに取り押さえるように動く。  

・すきを見て取り押さえ、取り押さえた後は警察に引渡すまでそのままの状態を保つ。 

５ 負傷者が出た場合 

・状況によっては救急車を要請し、担任等が付き添う。 

・生徒の氏名、搬送先の病院名、負傷の状況を確認し保護者へ連絡する。 

６ 事後の対応と体制等の見直し 

  ・体育館集合の後、人員の確認をし、状況の説明をする。 

・精神的ダメージの大きい生徒に対しては、担任や養護教諭、専門医、カウンセラー等によ

るカウンセリングを行い、心のケアに努める。 

  ・県教育委員会へは、電話で一報を入れた後、報告書を作成し提出する。 

  ・状況に応じて保護者説明会を実施し、事件の経緯の説明と今後の学校の方針を示す。   

  ・マスコミへの対応は、教頭を窓口として行う。 

・対応の反省と体制の見直しを行い、危機管理マニュアルの検証をする。 

47 



48 

Ⅸ 行方不明者捜索手順   改定の観点 ⇒ 学舎の役割 ＆ 市外で発生時  

                            

行方不明認知・報告 

 

 

                  

 

         

 

第１次捜索・・・緊急対策本部を設置し、第１次捜索を行う。用意：個人調書、捜索エリアマップ・関係連絡先 

            

           教頭は、捜索班と掌握班を任命する。（勤務及び生徒掌握の状況に応じ、学舎に割り振る）

登下校・帰省帰舎途中の場合は、家庭及び各関係機関に連絡する。 

           市外及び想定される行き先の状況に応じ、保護者が警察へ捜索依頼を出す。⇒第２次捜索 

【捜索班】第１次捜索エリア 

①想定される行き先（通学経路周辺、外出予定先等）  

②近隣コース（小柳駅～自由ヶ丘～虹ヶ丘～ファミマ戸山店）［捜索エリアマップ］  

③学校・寄宿舎の建物内、敷地内周辺 

２人１組で捜索にあたる。（同乗者：電話連絡及び各所降車し徒歩確認） 

          【掌握班】自習掌握（教室） 必要に応じ、学年掌握（学年集会場所）、全校掌握（体育館） 

舎室掌握（舎室） 必要に応じ、棟毎の掌握（学習室）、全体掌握（食堂） 

報告・発見・・・第１次捜索隊は本部に連絡する。 

本部設置後３０分経過 

第２次捜索・・・第１次捜索隊で行方不明者が見つからない場合は、捜索範囲を広げる。 

保護者が警察へ捜索依頼を出す。 

【捜索班】第２次捜索エリア［捜索エリアマップ］ 

①浜館方面（萬屋浜館店、セカンドストリート浜館店等） 

②佃・合浦方面（セリア青森店、成田本店佃店等） 

③県病・小柳方面（ラ・セラ東バイパス店、萬屋青森東店等） 

④戸山幸畑方面（ファミリーマート戸山店、戸山中央公園等） 

携帯電話を持ち、２人１組で捜索にあたる。（同乗者は電話連絡及び現地徒歩） 

          【掌握班】学年掌握（学年集会場所）、全校掌握（体育館） 

舎室掌握（舎室） 必要に応じ、棟毎の掌握（学習室）、全体掌握（食堂） 

 

連絡・発見・・・１５分ごとに本部へ連絡する。 

          遠方で発見の場合、保護者送迎及びタクシーで帰校する。［青森タクシー 017-738-600］ 

解   散・・・・捜索隊は本部で連絡を受けた後、解散する。本部は、問い合わせた関係機関に連絡する。 

 

 

校長、教頭、教務主任、生徒指導部主任 

保健安全部主任 

寮務主任、指導部主任 速やかに報告する。 

例）いなくなった 登校・帰舎しない 帰宅しない 

 

学 校 ⇒ 学年主任 ⇒ 管理職 

寄宿舎 ⇒    ⇒  寮務主任 ⇒ 管理職 

捜索班 

 

掌握班 

 ・授業中（実習中） 

・寄宿舎日課時 

・登下校、帰省帰舎時 

☆緊急対策本部 

学校：職員室  寄宿舎：事務室 

 

・授業中 

・寄宿舎日課時 
日直 

舎監 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関電話番号 

 

 １ 警 察    青森警察署          ７２３－０１１０ 

          戸山駐在所          ７４３－４５６４ 

          浜舘駐在所          ７４１－３２２３ 

          浪打交番           ７４１－３２２２ 

          青森駅前交番         ７２２－８４３１ 

 ２ バス営業所 

 （１）市営バス  東部営業所           ７２６－５４４３ 

西部営業所          ７８８－２３２６ 

 （２）弘南バス  青森営業所          ７２６－７５７５ 

          五所川原営業所    ０１７３－３５－３２１２ 

          弘前営業所      ０１７２－８７－２７６２ 

          バスターミナル    ０１７２－３６－５０６１ 

          黒石営業所      ０１７２－５２－３２４１ 

          黒石駅前案内所    ０１７２－５３－６３７８ 

 （３）下北交通  青森出張所      ※２００７年廃止 

          野辺地出張所     ０１７５－６４－２４２４ 

          むつ営業所      ０１７５－２２－３２２１ 

 （４）十鉄バス青森総合営業所      ０１７－７８７－０６０１ 

    十和田市駅バス案内所       ０１７６－２３－３１３６ 

三沢営業所             ０１７６－５３－３１３６ 

 （５）南部バス八戸営業所        ０１７８－４４－７１１１ 

 （６）ＪＲバス東北（青森支店）         ７２３－１６２１ 

 

 ３ 鉄道 

 （１）ＪＲ東日本 青森駅(列車・忘れ物案内)       ７２２－７７８１ 

          弘前駅（テレホンセンター）  ０１７２－３２－１３５４ 

          八戸駅（駅長、事務センター） ０１７８－２７－２０１８ 

          野辺地駅(青い森鉄道)     ０１７５－６４－３２６６ 

（２）青い森鉄道(青森駅)            ０１７－７３５－２２５０ 

 （３）津軽鉄道株式会社（五所川原駅）      ０１７３－３５－７７４３ 

 （４）弘南鉄道株式会社  弘前駅         ０１７２－２７－６３００ 

黒石駅         ０１７２－５２－２２０３ 

                          平賀駅        ０１７２－４４－３０３１ 

 

 ４ タクシー会社 

 （１）青森タクシー(無線センター)        ７３８－６０００ 

 

 ５ 近隣店舗等    

                    ※ロ－ソン（虹ヶ丘店）    ７４４－１５６３ 

           生協佃店          ７４２－１４２４ 

           成田本店佃店        ７４２－３０１１ 
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半径２ｋｍ以内：校外勤務簿 

     以上：統合庶務 

③ 県病・小柳方面 
ラ・セラ東バイパス店 萬屋青森東店 

マクドナルド東バイパス店 メガ小柳店 

宮脇書店青森店 

② 佃・合浦方面 
セリア青森店 成田本店佃店 

ユニバース東青森店 

① 浜館方面 
萬屋浜館店 ダイソー浜館店 

セカンドストリート浜館店 

④ 戸山幸畑方面 
ファミリーマート戸山店 

戸山中央公園 

ハッピードラッグ戸山店 

 

  

セ店 

第１次捜索 

エリア 

近隣コース 

捜索エリアマップ 
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総合実習室

保健室

便所(女)

普通教室

便所(男)

便所(女)

手

洗

い

場

普通教室普通教室

教

材

室

教育

相談室

クリーニング室

準備室

機械室

焼釜室

工業実習室

普通教室

窯業実習室

生徒

更衣室

(男)

生徒

更衣室

(女)

準備室

園芸実習室

準備室

準備室

準備室

控室

便所(男)
器具室

放送室

体育館

ステージ 控室

昇降口

職員

便所

(男)

職員

便所

(女)

多目的ホール

進路指導室校長室事務室

職員

玄関

P

S

放

送

室

（ 管理棟１階 ）

（ 体育館 ）

（ 実習棟１階 ）

▲●

▲● ▲●

▲●

▲● ▲●

▲●

▲●

▲●

▲●▲●

▲

▲

▲

▲

Ⅹ 避難経路図

▲ 消化器 防火扉

● 消火栓 防火シャッター

□ 救助袋 ➝ 避難経路（非常口）
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休憩室 職員室
更衣室

(男)

便所(男)

更衣室

(女)
視聴覚室

調理室

湯沸室

教材室

普通教室 普通教室
図書室 P

S

情報

処理室
美術室 普通教室

音楽室
P

S
生徒会室 普通教室 普通教室

生活

訓練室

手

洗

い

場

被服室
被服

準備室
教材室 理科室

理科

準備室

普通教室 普通教室

手

洗

い

場

便所(男)

便所(女)

普通教室

便所(女)

（ 管理棟３階 ）

（ 管理棟２階 ）

▲●

▲●

▲●

▲●

▲

□

□

▲● ▲●

▲●▲●

▲

▲▲

52



53 

 

Ⅹ 避難場所 

第 1避難所 

第２避難所 

第３避難所 
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緊急時における生徒の引き渡しマニュアル 

 

災害等の緊急事案発生により、生徒を単独で帰宅させることが困難と判断される場合、生徒の安全 

確保の観点から、保護者等に来校してもらい、確実に生徒を引き渡すことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜通学生への対応＞              ＜寄宿舎生への対応＞            

                         

 

 

 

 

緊急事案発生 

・震度５弱以上の地震が発生した場合 

・災害等による交通機関の大きな乱れが予測される場合 

・不審者が出没し、生徒の下校に危険がある場合 

・その他校長が必要と判断した場合 

 災害対策本部設置（事務室） 

・情報収集   ・対応検討 

体育館へ避難 

・授業打ち切り決定 

・下校準備指示（安全の確保が確実な場合） 

・各家庭へ緊急配信メール 

・県へ連絡（校長） 

災害対策本部 
校長、教頭、事務長、教務主任、生徒指導主事、

保健主事、学年主任、寮務主任 

災害（外部）対応 
・事務長席の電話１台 

・学校携帯電話 

・メール登録をしていない家庭に本部から連絡

をする。それ以外はメール配信で連絡する。寄

宿舎生は寄宿舎で待機することを伝える。 

・メール配信から１５分後に開封確認を行い、未

開封の保護者に本部から電話連絡をする。 

・寄宿舎への連絡は教務主任（寮務副主任）が行

う。不在時には教頭が行う。 

・寮務主任が寄宿舎生をまとめて寄宿舎へ送り

届け、引き渡しが済むまで寄宿舎で待機する。 

・寄宿舎職員は生徒氏名を確認して、原則保護者

へ引き渡す。 

（身分証明書確認、引き渡しカードに記入） 

◆寮務主任は引き渡し後、学年主任へ報告する。 

・メール登録をしていない家庭に本部から連

絡をする。それ以外はメール配信で連絡す

る。 

・メール配信から１５分後に開封確認を行い、

未開封の保護者に本部から電話連絡をする。 

・下校準備ができた生徒は、引き渡し場所（体

育館）で待機する。 

・生徒の引き渡しは原則保護者へ行う。 

（身分証明書確認、引き渡しカードに記入） 

◆学級担任は引き渡し後、学年主任へ報告す

る。 

◆残った生徒がいた場合の対応は学年で行う。 

必要に応じて経過状況の説明を行う 

生徒全員引き渡し後、災害対策本部から教育委員会へ報告 

本部の解散後、関係者で反省 

※教務主任は、校内図で破

損箇所等の確認をする。 

※体育館が危険だと判断さ

れた場合は、安全な場所

（教室等）で待機する。 


